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１．研究計画の概要 
（１）ハイテク機器やネットワークにより構
成されたユビキタス生活環境は、現実空間と
バーチャル空間がシームレスに融合した知
的な生産活動の場であり、豊かな余暇時間を
過ごす生活環境である。設計にあたっては、
生活環境の観点で高いユーザの満足度が求
められる。ユーザのインタラクション経験
（ユーザエクスペリエンス）のクォリティを
高める設計は、従来のような技術仕様先行型
の開発手法や課題解決型の開発手法では十
分な成果が望めない。 
（２）本研究では、メディアアート表現によ
る表現の実験により、バーチャルな世界（多
機能コンテンツ）と人間の行動や身体動作と
の関係（ナチュラルマッピング）の設計方法、
つまりインタラクションで得られる経験（ユ
ーザエクスペリエンス）を豊かにする設計方
法として、プロトタイプドリブンの次世代型
デザインメソッドを開発するものである。 
（３）研究の方法としてはワークショップ、
インスタレーション、コンペティッション参
加などの方法をとる。 
 
２．研究の進捗状況 
 メディアアート作品制作、ワークショップ
を通して世界的な研究機関との交流をさら
に深めて議論を活発にした。 
（１）大学院プロジェクトとしてストラテジ
ックエクスペリエンスプロジェクトによる
メディアアート作品制作を実施。 
（２）イギリスケンブリッジ大学で開催され
た TEI2009（タンジブルエンベディッドイン
タラクション 2009）、アップルワールドワイ
ドディベロッパーズカンファランス、フラン

スアヴィニョン市で開催された演劇祭で「パ
フォーマンス表現におけるメディアアート
の実験」に関する研究の調査、台湾台北市、
台北芸術大学でワークショップを開催、オラ
ンダアムステルダム応用科学大学を訪問し、
次世代ゲームデザイン教育研究に関する意
見交換、本学に台湾芸術大学の林教授を招聘
してメディアアートに関する講演を実施、本
学にドイツ人メディアアーティストである
クラウディアロブレス女史を招聘し、メディ
アアートパフォマンス公演「InSideOut」を
実施、早稲田大学で開催された ADADA2009 に
参加、横浜市で開催された SIGGRAPHASIA2009
に参加、東京ミッドタウン九州大学芸術工学
東京サイトでメディアアート作品「ひまわり
プロジェクト」と「レイヤードリアリティー
プロジェクト」の研究発表。  
 
３．現在までの達成度 
（１）当初計画していた以上に進展している。 
（理由） 
 研究計画の実施により、国際ワークショッ
プの開催が活発になり、海外の研究者グルー
プとの交流が増えた。メディアアート表現の
多様性と可能性はユーザエクスペリエンス
デザインに応用することができると確信す
ることができた。設計初期段階におけるワー
クショップによる発想、アイデア展開は非常
に有効である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）教育・研究拠点形成を目指す。 
研究の成果を用いてメディアアート表現を
用いたユビキタス生活環境のユーザエクス
ペリエンス設計方法構築の完成形を報告書
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としてまとめる。報告書の構成は、ケースス
タディー、設計方法のモデル、モデルの考察
などを含む。また、この設計方法を用いた教
育カリキュラムを設計し、本学の教育におい
て実施する。教育カリキュラムは、大学院デ
ザインストラテジー専攻のストラテジック
エクスペリエンス分野に講義・演習授業科目
として適用する。また芸術工学部芸術情報設
計学科においてプロジェクト演習科目とし
て開設することも検討する。以上のように教
育・研究活動を継続させることで本研究の結
果の定着を図る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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